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スマーτなະདྷࣾձをҰॹに૑଄しましΐ͏ʂ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　基本的には、最先୺技術に対する知的ح޷心が重要です。新しいデόイス、技術などを常にチェックしつつ、自分ならこうするといっ
たΞイデΞを͑ߟる習׳をつけて΄しいと͑ߟています。学術的な知識としては、通信方ࣜ、機械学習（SV.など）・深૚学習（LST.
など）、プロάラミンά（1Zthonなど）、電子ճ࿏（ArdVinoなど）がありますが、これらはೖ学後に学習Մ能です。

研究室の指導方針
　研究テーマについては、学生自身のΞイデΞを֩に、ઐ門のҟなるෳ数の教員が関Θり、多֯的な視点で、ディスカッションを重Ͷ
ながら決めていきます。�೥ؒしかない中で最大の成Ռをग़すために、研究はϋイϖースで進め、ੵ 、に࣌的に対֎発දしていきます。同ۃ
企業との共同研究に関Θってもらうことで、視野を広͛つつ、ίミϡχέーションスΩϧも৳͹していきます。国ࡍ的に活躍することを
೦಄に、ྠߨはす΂てӳޠで実ࢪし、ത࢜課ఔ進学ر望者には୹ظでւ֎೿ݣを行なっています。

この研究で身につく能力
　ϢϏΩタスίンϐϡーティンάを実ݱするための֤種技術に関する基礎的な知識はもちΖんのこと、それらの先୺技術をෳ数組み合Θ
せ、 つ̍のシステムを۩ݱ化する能力が身につきます。۩体的な基礎技術としては、センサを用いたܭଌख法、機械学習を用いたデータ
分ੳख法、ΞプリέーションやサーϏスの開発ख法などが͛ڍられます。企業との共同研究や社会実૷を通じ、実社会での課題を೺Ѳす
ることもՄ能です。また、学会や論จࢽへの౤ߘを経て、自身の͑ߟを論理的にهड़する能力およͼプϨθンテーション能力も身につき
ます。大൒の学生はࡏ学中に国ࡍ会議発දを含め、Կ度か対֎発දを行い、その中でԿらかの৆をड৆するఔ度の業੷をग़しています。

修了生の活躍の場
　一ൠ企業から研究所まで幅広く活躍しています。
　ա̏ڈ೥ؒの主な就職先は、SON:、1anasoniD、三ඛ電機、)ITAC)I、S)A31、Ϡフー、3akVten、DeNA、CZberAHent、
ຖ日์ૹ、NTT੢日本、,DDI、ADDentVre、DENSO、ଜా製࡞所、ミサϫϗームなどです。

研究内容　
　本ࣨڀݚͰ͸ɺ༷ʑͳηϯα͔ΒऔΓࠐ·ΕΔ実ੈքσʔλΛॲཧɾू໿ɾղੳɾϑΟʔυόοΫ͢Δ͜ͱͰɺ高౓ͳαʔϏεΛޮ཰ྑ

Ϣ͘ʔβʹఏ͢ڙΔγεςϜʙϢϏΩλείϯϐϡʔςΟϯάγεςϜʙͷ実͚ͨ޲ʹݱɺԼهͷڀݚʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ
1）εϚʔτϗʔϜ
　εϚʔτϗʔϜΛ׆༻͠ɺՈͰͷੜ׆ΛΑΓ๛͔ʹ͢Δٕज़ͷ։ൃΛ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ 
 ɾੜ׆行ಈೝࣝɾ༧ଌγεςϜɿՈͷ中Ͱͷॅਓͷ行ಈ（57ࢹௌɺྉཧɺ৯ࣄɺ૟আɺೖཋͳͲ）Ληϯασʔλͷ෼ੳʹΑΓ実࣌

ؒͰೝࣝ͢ΔڀݚΛ行͍ͬͯ·͢ɻ
 ɾεϚʔτՈిɿ৯඼ΛೖΕΔͱࣗಈͰछྨɾॏྔΛೝࣝ͠ɺݿ಺ͷ৯඼͓Αͼͦͷྔ࢒ɾফඅݶظΛ遠ִ͔Β༰қʹ֬ೝͰ͖ΔεϚʔ

 τྫྷଂݿ΍ɺ͔ͨ͟͠ํ޲ʹ͋ΔՈిΛೝࣝ͠γϯϓϧͳΠϯλϑΣʔεͰ༰қʹՈిૢ作ΛՄೳʹ͢ΔϦϞίϯΛ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻ
 ɾ介هޢ࿥ࣗಈੜ੒ɿཁ介ऀޢͷ行ಈΛೝࣝɾ௥੻͠ɺ介هޢ࿥Λ൒ࣗಈੜ੒͢ΔγεςϜΛ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻ
2）εϚʔτϥΠϑ
　εϚʔτϑΥϯ΍΢ΣΞϥϒϧηϯαɺ*o5Խ༷ͨ͠ʑͳϞϊΛ༻͍ͯɺਓͷ਎ମͱ৺ͷঢ়ଶΛਪఆ͠·͢ɻ
 ɾ਎ମঢ়گͷਪఆɿ͋Δܦ࿏Λา͍ͨͱ͖ͷ৺ഥ਺ͷมಈΛࣄલʹ༧ଌ͢Δख๏΍ɺεϚʔτϑΥϯ͚ͩΛ༻͍݂ͯ౶஋ɾۭෲ౓ͷਪҠ

Λਪఆ͢ΔڀݚΛ行͍ͬͯ·͢ɻ 
 ɾΦϑΟεϫʔΧͷঢ়گਪఆɿಉ࢟͡੎Ͱͷ௕ؒ࣌作ۀΛ๷͙ͨΊɺ加଎౓ηϯαΛෳ਺ຒΊࠐΈɺ͍ͯͬ࠲Δ࣌ͷ࢟੎Λ正֬ʹਪఆ͢

ΔηϯγϯάνΣΞ΍ɺϫʔΧͷετϨεঢ়ଶΛਪఆ͢ΔηϯγϯάγεςϜΛ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻ 
 ɾ2o-؆қଌఆγεςϜɿੜ׆ͷ࣭（2uBMiUZ oG -iGF）ͷࢉ出ʹඞཁͳ26߲໨ͷ࣭໰ʹɺ΢ΣΞϥϒϧηϯαͱεϚʔτϑΥϯ͔ΒಘΒ

ΕΔσʔλΛ෼ੳͯࣗ͠ಈతʹճ౴͢Δख๏Λ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻ
3）εϚʔτγςΟ
　εϚʔτγςΟΛ実͢ݱΔͨΊͷ༷ʑͳཁૉٕज़Λ実͢ݱΔ͜ͱΛ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ
 ɾࢀ加ܕηϯγϯάɿ広ҬͷσʔλΛ一ൠϢʔβͷྗڠͷ΋ͱऩू͢ΔγεςϜͷڞ௨ج൫΍ɺޫ؍৘ใͷऩूͱΩϡϨʔγϣϯΛ行͍

 ΔγεςϜΛ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻ͢ڙఏʹ٬ޫ؍
 ɾ行ಈม༰γεςϜɿࣾձ෱ࢱͷ࠷大Խʹ͚ͨ޲ਓʑͷ行ಈม༰ʹ͚޲ɺిࣗؾಈं3୆͔Βߏ੒͞ΕΔϞϏϦςΟࣾ ձγεςϜ実ݧ૷

ஔΛ༻͍༷ͨʑͳڀݚΛ行͍ͬͯ·͢ɻ
 ɾ৘ใ௨知ɿਓʹର͢Δ৘ใ഑৴ͷద੾ͳλΠϛϯάɾ಺༰ʹؔ͢ΔڀݚΛ行͍ͬͯ·͢ɻ
 ɾϏοάσʔλ͔Βͷ知ࣝந出ɿ҉໧知ͷࣜܗ知ԽΛ໨ͨ͠ࢦɺෆಈ࢈σʔλΛର৅ʹɺϕςϥϯӦۀϚϯʹ͔ܾ͠ఆͰ͖ͳ͔ͬͨద੾

ͳ௞ྉͷਪఆํࣜ΍ɺגՁࣔܝ൘ʹ౤͞ߘΕͨ大ྔͷϝοηʔδ͔Βɺ未དྷͷגՁͷಈ͖Λ༧ଌ͢ΔํࣜͳͲʹ͍͍ͭͯͯ͠ڀݚ·͢ɻ
 ɾޫ؍৘ใγεςϜɿ ޫ؍ಈըͷࣗಈ作੒γεςϜɺ٬ޫ؍ͷᅂ޷΍金મɾମྗɾຬ଍౓ͷτϨʔυΦϑΛྀͨ͠ߟφϏήʔγϣϯγε

ςϜɺ٬ޫ؍ͷײ৘ೝࣝɺࠞࡶ౓ਪఆɺͳͲɻ

研究設備
スマートϗーム環境（高精度ҐஔଌҐシステム、様々な環境センシンάシステム）
ϞϏリティ社会システム実験環境（カーシェΞリンά実験用車྆̏୆）
システムのϞデリンά・シミϡϨーションπーϧ（SDenarHie）
ウェΞラϒϧセンサ（視線トラッΩンά、生体データセンシンά）、).D

（)oloLens）、スマートフΥン、情報家電、֤種センサ

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
　研究業੷はϗームϖージをޚཡください。多数の対֎発දを行うとともに、
多数の৆をड৆しています。共同研究は、ຖ೥̑社ʙ��社ఔ度と実ࢪしており、
研究成Ռの社会ؐݩを೦಄に研究を進めています。ڝ૪的ࢿ金は、科研費（基
盤A、C、研究活動スタート支援）を始め、NICTのプロジェクト̎ ݅、+STACT-I
（Ճ଎フェーζ）、といった༧ࢉを֫得しています。また、科研費基盤Sや+ST 
C3ESTにも参画し、ଞ大学の研究者ともੵۃ的に共同研究を実ࢪしています。
共同研究先企業：三ඛ電機、Ԭଜ製࡞所、ABCళฮ、Ϡフー研究所、NTT研究所、 
LI'6LL、オンΩϤー、,DDI૯合研究所、など
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